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１．教育の責任 
「学修活動を通じて創造的な構想力と表現力を習得し文化的に人間生活を考える素養を備えた感性豊かな人材を養成する」とした

建築&芸術学部の教育目標を踏まえて自分らしい表現は何かを考え技術を学び作品制作を通じて課題解決能力の向上に努める 

「マンガ技法Ⅰ」（実技・マンガ制作メジャー必修科目 春学期 2単位 27名 

「マンガ技法Ⅱ」（実技・マンガ制作メジャー必修科目 秋学期 2単位 24名 

「卒業制作」  （演習・マンガ制作魔ジャー必修科目 通年  4単位 10名 

２．教育の理念 
「豊かな教育と専門的学術 旺盛な自己開発精神 優れた国際感覚及び問題解決能力を備えた人材を育成する」という本学の教

育目的を踏まえ 今や国際的に通用する「マンガ」という分野の独自で多彩な表現力を学ぶことにより自身の世界観を広げ 

社会における多様な可能性見出すことのできる視野の広い考えを持てるよう指導していきたい 

３．教育の方法 
知識や技術の伝達方法「マンガ技法Ⅰ・Ⅱ」は 200番科目であり履修学生には個々に持つ技術力学ぶべきところに大きく差がある為 

全体指導の上 各自の必要とする個別指導を行う 

作品は他者に伝えるための手段である「伝わる」作品制作を必然とするよう制作することを理解するように指導するが 

作品は「自己の表現」である 自己の作品を貫く姿勢 作品を制作する目的意識を常に持てるよう学生自身が満足できる答えを出せ

るよう心がける 

完成作品を学期終了時に冊子として印刷物とし 自己の作品 他者の作品を見ることにより改めて次回作品制作に反映させることと

する 

その時期にはマンガ編集者に来ていただき編集者目線での仕事としての作品指導で作家としての機会を与える 

卒業制作では卒業制作展を目標に 3年間学んできた技術 発想で「個性」を重視した展示作品を作成する 

手法や方法は自己に企画を立てその内容を個別に相談を受けできうる限り自由発想で通年を通じて作成する 

計画に沿って自己管理をし作り上げる困難を知ること 

選抜となるが（2~３年生も含む）作品は東京展として東京でも展示を行い出張編集部として東京の編集者の方による作品批評も

行う 

４．教育の成果 
在学中にマンガ編集者が担当となり指導を受ける学生や投稿によりマンガ賞を受賞 仕事としての道を進む学生を多数輩出 

また一般企業にて大学でマンガを学んでいることを伝えると社内で DMなどへのイラストやマンガ作業を行うことができる 

西宮市宮水ジュニア「子どもマンガ講座」にて学生が講師として指導にあたる（毎年行い 10年を超える） 

西宮消防局よりの依頼でキャラクターイラストを学生が作成 

阪神バスに昨年度のゼミナールの学生作品のラッピングバスが尼崎市内を走行 

卒業生の作品が阪神電鉄香櫨園駅にポスター展示 

５．改善への努力と今後の目標 
作品制作において今現在は手に入れることのできる情報過多で振り回され基礎からの積み上げが疎かになりがちな傾向が見られる 

また自己管理が難しくその辺りの指導が難しく感じる 
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文章力の向上、発想の豊かさのためにもたくさんの書籍を読み込むよう指導したい 

  

【添付資料】  
担当授業 2024年度シラバス 
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